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JCHO北海道病院 各科外来診療担当医師 〈午前の受付時間〉  8：15～11：00（診療開始 9：00～）
〈午後の受付時間〉12：30～15：30
　　　　　　　　　　 （診療開始は各診療欄をご覧ください）
※担当医師、診療時間について変更になる場合がございます。

午前・午後 月 火 水 金診療科
総合診療救急科

循環器内科

心臓血管外科
呼吸器内科

消化器内科

腎臓内科

膠原病内科

糖尿病・
内分泌内科

内 科

小児科

整形外科

外 科

泌尿器科

産婦人科

眼  科

耳鼻咽喉科

皮膚科

麻酔科【ペインクリニック・予約】
放射線診断科
禁煙外来【予約】

午 前

午 前

午 前
午 後
【予約】

河上 彩恵
消化器Dr
髙橋 将成

溝渕 匠平
水島 亜玲
小山 智之

菅野 究
坂本 直哉【予約】
山本 準也

山本 準也

志田 玄貴
志田 玄貴

宮本 麻唯子

宮本 麻唯子（13：00～）

板倉 治
椿 淳子

長 和俊（10：00～）

板倉 治
山本 凌輔

［フォローアップ］
伏屋 菜穂

［フォローアップ］

庄野 泰弘［脊椎］
 芝山 浩樹［上肢］
浅野 毅［下肢］
若山 顕治

肝・胆・膵外科
乳がん検診

高柳 明夫
岡部 洸
高柳 明夫
山田 俊【予約】
安藤 里沙

小山 貴弘【予約】
助産師外来（妊婦健診）

紺野 栞

和痛外来（14:00）
助産師外来（産後育児外来）

藤尾 直樹
佐藤 美紀

林 隆介

松田 宇充

松田 宇充【予約】
実藤 洋一
杉浦 充
河上 彩恵

河上 彩恵
循環器Dr
徳原 教

吉田 俊人（※1）
原田 敏之
谷口 菜津子
田中 智之
定岡 邦昌

合田 智宏［化学療法］

出張医（隔週）/津田 敏和
津田 敏和
半田 喬久
大西 錦之介

半田 喬久（14：00～）
大江 真司【予約】

板倉 治
椿 淳子

長 和俊
椿 淳子
［内分泌］
加藤 はるか

［喘息・アレルギー］

庄野 泰弘［脊椎］
酒井 俊彦［下肢］
芝山 浩樹［上肢］
真鍋 和也

胆石/ヘルニア外来
乳がん検診

（第２･４週）田口 和典
岡部 洸
村山 聡一郎
岡部 洸

大中 一矢【予約】
佐々木 瑞恵
小山 貴弘【予約】
助産師外来（妊婦健診）
佐々木 瑞恵
山口 景子【予約】
助産師外来

（産後育児外来）(14:30～)
藤尾 直樹
佐藤 美紀

原渕 翔平
林 隆介
原渕 翔平
林 隆介
松田 宇充

腎・膠原病Dr
呼吸器Dr
水上 和也

原田 敏之
谷口 菜津子
古家 乾
菅野 究

竹内 啓［化学療法］

楠 由宏
津田 敏和
楠 由宏
津田 敏和
津田 敏和

宮本 麻唯子

宮本 麻唯子（13：00～）
竹内 正

板倉 治
椿 淳子

乳児健診【予約】
飯沼 実香

［フォローアップ］
予防接種【予約なし】
受付時間12：30～14：30

長 和俊（15：00～）
庄野 泰弘［脊椎］
沼口 京介［上肢］
浅野 毅［下肢］
数井 啓蔵

胆石/ヘルニア外来
乳がん検診

（第２・４週） 押野 智博
高柳 明夫
村山 聡一郎
高柳 明夫

小田 泰也【予約】
山口 景子
山田 俊【予約】

助産師外来（妊婦健診）
山田 俊【予約】
大中 一矢
助産師外来

（産後育児外来）
藤尾 直樹
佐藤 美紀

原渕 翔平

松田 宇充
出張医

神田 知枝

糖尿病Dr
呼吸器Dr
髙橋 将成

長井 桂
水島 亜玲
大原 正嗣
定岡 邦昌

田口 純［化学療法］

山本 準也
津田 敏和
山本 準也
津田 敏和
志田 玄貴
志田 玄貴
半田 喬久
亀田 玲奈

半田 喬久（14：00～）
大江 真司【予約】

板倉 治
椿 淳子

中久保 佐千子［神経］（月2回）
永井 礼子［循環器］（月2回）
長 和俊（10：00～）

板倉 治
加藤 はるか

［喘息・アレルギー］
中久保 佐千子［神経］（月2回）
永井 礼子［循環器］（月2回）

伊崎 寿莉奈
酒井 俊彦［下肢］
芝山 浩樹［上肢］
正村 裕紀

呼吸器外科（肺癌、気胸、膿胸）
胆石/ヘルニア外来
乳がん検診

村山 聡一郎
出張医
出張医

佐々木 瑞恵【予約】
小田 奏也

安藤 里沙【予約】
助産師外来（妊婦健診）

交代診療

助産師外来
（産後育児外来）
藤尾 直樹
佐藤 美紀
藤尾 直樹
佐藤 美紀
原渕 翔平
林 隆介

松田 宇充
出張医

杉浦 充

河上 彩恵
消化器Dr
木村 銀河
不整脈外来

（第3金曜日）【予約】
木村 銀河

ペースメーカー外来（第1金曜日）

長井 桂
久世 瑞穂
田中 智之
小山 智之

楠 由宏

楠 由宏

志田 玄貴
志田 玄貴

半田 喬久

半田 喬久（14：00～）

河上 彩恵【予約】
長 和俊
椿 淳子

飯沼 実香
伏屋 菜穂

［多胎児支援外来］
中久保 佐千子
（月1回）

乳児1ヵ月健診
［産婦人科外来］
伊崎 寿莉奈

寺島 理代［上肢］
浅野 毅［下肢］
大野 陽介
内視鏡外科
乳がん検診

岡部 洸
出張医
出張医

山田 俊【予約】
小山 貴弘
紺野 栞【予約】

産後健診

藤尾 直樹
佐藤 美紀

原渕 翔平
林 隆介
原渕 翔平
林 隆介
松田 宇充

松田 宇充【予約】
宮田 和磨/笠井 裕子（※3）

1診
2診
1診
2診

3診【予約】

午 前
午 前

午後（診療13：30 ～）

午 前
午 後
【予約】

午 前

午 後
（診療
13：30～）

午 前

午 前

午 後
（診療14：00～)

午 前
　　　　　午後（診療14：00～)

午 前

午 後
（診療14：00～)

午 前
午 後

（診療14：00～)

午 前
午 後

（診療14：00～)

午 前
　　　　　午後（診療14：00～)

1診
2診
1診
2診

1診
2診
1診
2診

1診
2診
3診

4診【予約】
一 般
慢性外来
【予約】
新生児フォロー
アップ【予約】
乳児健診
【予約】
1診
2診
3診
一般

専門外来
（初診・紹介）
予約
一般

乳腺外来【予約】
1診
2診

1診
2診
3診
4診
1診
2診
3診
1診
2診
1診
2診
1診
2診
1診
2診
1診
2診

午 前【予約】
午 後【予約】

午 前
午 後

● 病院代表電話　　：011-831-5151
● 予約変更直通電話：011-831-5489（平日 9：00～16：00）

午 前
午後(救急車のみ)内科系

午 前
 
午 後

（診療 13：00～）
午 前【予約】

午後（診療 14：00～）

木

ホームページはこちら〈医療機関専用：総合支援センター直通〉 TEL 0120-515-830  FAX 011-815-1005
JCHO北海道病院 〒062-8618 札幌市豊平区中の島1条8丁目3-18

URL https://hokkaido.jcho.go.jp　facebook https://www.facebook.com/jchohok

※1：第1・第3月曜日の翌日の火曜日　※2：火曜日に出張医の診察がある週のみ　※3：４週に１度
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札幌市南部の中核病院として、安全で質の高い医療を提供できるよう努めて
まいります。どうぞお気軽にご紹介・ご相談ください。

耳鼻咽喉科 医長 林 隆介

耳鼻咽喉科のご紹介今号の
診療科

当科では、常勤医師2名が、耳・鼻・のどから甲状腺・
耳下腺などの頭頸部疾患まで、幅広く診断・治療を行って
います。今回は、当科の診療の特徴をご紹介します。

当科では、ダニによるアレルギー性鼻炎に対する舌下免疫療法を行っています。症状とアレルギー検査の結果
から適応を判断し、錠剤を舌の下に毎日投与する治療です。治療期間は3～5年を目安とし、鼻水や鼻づまりなど
の症状の軽減を目指します。
小児にも対応しており、治療にあたっては、保護者の管理のもとで毎日の服薬を継続することが大切です。
また、指定難病である好酸球性副鼻腔炎の治療と基礎研究にも力を入れています。札幌東徳洲会病院や旭川
医科大学と連携し、新たな診断法や治療法の発展につなげられるよう取り組んでいます。

鼻・副鼻腔アレルギー疾患

めまい、突発性難聴、顔面神経麻痺などの診断・
治療を行い、症状や重症度に応じて入院治療にも対
応しています。
突発性難聴、顔面神経麻痺では、重症度や治療経
過に応じて、鼓室内ステロイド投与も行っています。
顔面神経麻痺では、言語聴覚士と連携し、患者さん
の状態に応じた専門的なリハビリテーションを実施し
ています。
また、難聴を伴う耳鳴に対して、補聴器を活用した
治療にも積極的に取り組んでいます。

神経耳科疾患

嚥下内視鏡検査などを年間500件以上実施し、嚥
下機能の評価、食事形態やリハビリテーションの提案、
治療方針の決定を行っています。
重度の嚥下障害によって誤嚥性肺炎を繰り返す方

や、ALSなどの神経疾患の方には、適応を慎重に判断
したうえで、誤嚥防止手術（声門閉鎖術）も行ってい
ます。
誤嚥が疑われる、リハビリテーションの必要性を判

断したい、手術適応について相談したいといった患者
さんがいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。

嚥下障害

内視鏡下鼻副鼻腔手術、口蓋扁桃摘出術、アデ
ノイド切除術、小児の鼓膜換気チューブ留置術、喉頭
微細手術のほか、甲状腺・耳下腺をはじめとする頭頸
部腫瘍の手術を行っています。
鼻・副鼻腔手術ではナビゲーションシステムを、甲
状腺などの頸部手術では神経モニタリング装置を症例
に応じて活用し、安全性と手術精度の向上に努めて
います。

手術

当院では、令和8年4月よりパラマウントベッド社のスマートベッドシステム™を導入しました。
このシステムは、最新のデジタル技術（DX）を活用し、患者様により安心・安全な入院生活
を提供するとともに、医療スタッフの迅速で質の高いケアを支援するものです。

このシステムの導入により、患者様の体調変化を早期に察知し、
転倒・転落などの事故予防や迅速な対応が可能になります。
また、タイムリーな情報共有により、多職種が連携した質の高い
医療・看護の提供を支えています。
少子高齢化が進み、高齢の入院患者様が増加する一方で、医療
従事者の確保は今後ますます重要な課題となります。当院ではDX
を積極的に活用し、業務の効率化だけでなく、その先にある「患者
様に寄り添う時間」を大切にする医療・看護の実現を目指してい
ます。

これからも、テクノロジーと人の温かさを融合
させ、一人ひとりの患者様が安心して療養生活を
送ることができる環境づくりに努めてまいります。

体動センサから得られる睡眠・覚醒状況、
呼吸数、心拍数などの情報をリアルタイムで
集約し、スタッフが端末で確認できます。
わずかな体調変化にも早期に気づくことで、
適切な対応につなげます。

バイタルサインに加え、ベッドの背上げ角度
や高さ、離床センサの作動状況などをスタッフ
ステーションで一覧表示できるため、患者様
の状態を効率的に把握し、安全な療養環境を
維持します。

ベッドサイド端末に患者様の情報や注意事項
をピクトグラムで表示することで、医師・看護
師をはじめとする多職種間で
情報を迅速かつ正確に共有し、
一貫したケアを提供します。

通信機能付きの測定機器と連携することで、
測定したバイタルサインをその場で電子的に
記録できます。転記ミスの防止や記録時間の
短縮につながり、スタッフが患者様と向き合う
時間をより多く確保できます。

扁桃周囲膿瘍、急性
喉頭蓋炎、深頸部膿瘍
など、耳鼻咽喉科領域
の急性感染症に対する
入院治療も積極的に受
け入れています。

急性疾患

患者様の状態把握と変化の通知1

ピクトグラム・患者情報の共有3

患者様・ベッドの状況を一覧表示2

バイタルサインの自動入力支援4

患
者
様
の
情
報
を
表
示
！

スマートベッドシステムには主に次の4つの機能があります

スマートベッドシステム
を導入しました！

スマートベッドシステム
を導入しました！

林 隆介医長 原渕 翔平医長
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JCHO北海道病院

リソースナースのご紹介

新任医師のご挨拶

7月より腎・膠原病センターに赴任いたしました楠と申します。
以前3年ほど当院に勤務しており、一旦離れましたが再びご縁がありJCHO北海道病院で働く

ことになりました。豊平地区の腎診療に少しでもお役に立てるよう尽力してまいりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

急性期の新生児に対し、生理学的安定・神経行動学的
安定を促進させるために専門知識を提供しています。

新生児集中ケア認定看護師

緊急度や重症度の高い患者さんに対して集中的な看護
を提供し、最善の医療が提供されるよう支援しています。

急性・重症患者看護専門看護師

がんによる様々な痛みを抱える患者さんの生活に合わ
せた疼痛緩和ケアを提供し、患者さん・家族の支援を
行います。

がん性疼痛看護認定看護師

がんに伴う全人的なつらさを和らげ、患者さん・家族
がその人らしく心地の良い時間を過ごせるよう支援し
ます。

緩和ケア認定看護師

生命の危機的状態にある患者さんの病態変化をさま
ざまなモニタリングから予測し、早期介入を図るべく
ケアを提供します。

集中ケア認定看護師

特定行為研修とは、看護師が手順書により特定行為を
行う場合に特に必要とされる実践的な理解力、思考力
及び判断力並びに高度かつ専門的な知識及び技術の
向上を図るための研修です。

特定行為研修修了者

糖尿病患者さん一人一人に合った生活調整を提案し、患
者さんが主体的に療養行動に取り組めるよう支援します。

糖尿病看護認定看護師

創傷ケア・ストーマケア・失禁ケアなどのスキンケアや
排泄に関するアドバイスなどの専門知識を提供します。

皮膚・排泄ケア認定看護師

全ての人を感染から守る役割があります。安全・安心な
医療を提供できるよう、多職種と協働し活動しています。

感染管理認定看護師

認知症の患者さんと家族が抱える問題を全人的に捉え、
その人らしい生活が送れるよう専門的なケアを提供します。

認知症看護認定看護師

化学療法を受ける患者さんへ療養生活の支援を行い、
抗がん剤の安全な投与・取り扱い、副作用に関する
ケアを提供します。

がん化学療法看護認定看護師

楠　由宏 医師腎・膠原病センター  医長

看護の専門分野の知識・技術を活用し、看護ケアの質保証に貢献する役割を担う看護師のことです。
当院では、専門看護師・認定看護師・特定行為研修修了看護師が横断的に活動しております。地域の関連機関に開か

れた病院、活用していただける病院を目指し、患者さまへの専門的ケアにつなげられるよう支援します。

リソースナースとは?

JCHO北海道病院 総合支援センター
● 担当／兼子、平田　 ● 受付時間／平日 9：00～17：00
TEL ： 011-831-5151（代表）
FAX ： 011-815-1005（総合支援センター直通）
※FAXは24時間受信が可能です。
確認後、各分野担当者から連絡いたします。
お急ぎの場合は事前に総合支援センターへご連絡ください。

当院では地域の医療・介護に携わる方を対象に、専門・認定看護師による研修を実施する
ことができます。地域への出向き研修、またオンラインでの研修開催も可能です。
現場でのお悩みや疑問点など、具体策をともに考え明日につなげられることを目指し、些細
な事でもお力になれますよう、お気軽にご相談ください。

専門・認定看護師による研修のご案内

新生児集中ケア認定看護師
● 急性期にある新生児と新生児期の看護全般
● 新生児蘇生法に基づいた出生後のケア
● 新生児蘇生法講習会

がん性疼痛看護認定看護師
● がん疼痛のアセスメント・ケア
● オピオイド鎮痛薬について

集中ケア認定看護師
● 急性期にある患者および家族のアセスメントや看護ケア
● 急性期からの継続した医療・看護のための連携に関する
情報提供や看護ケア

急性・重症患者看護専門看護師
● 重篤、複雑な看護問題を持つ患者および家族への看護全般
● 急変時の対応
● 倫理的問題について
● スタッフ教育関連（学習会講師、企画、運営、教材作成支援）
● 看護研究支援（研究課題の焦点化、研究計画書作成など含む）

糖尿病看護認定看護師
● 薬物療法、食事療法、運動療法など糖尿病患
者の生活調整に関すること

● インスリン療法やSMBG（自己血糖測定）に関
すること

● 糖尿病患者の予防的フットケア
● 糖尿病ケアに関する研修会の依頼

皮膚・排泄ケア認定看護師
● 褥瘡ケア・失禁ケア・ストーマケア

感染管理認定看護師
● 感染対策全般

認知症看護認定看護師
● 認知症の病態・基礎知識について
● 認知症看護と基本的姿勢について
● 認知症の中核症状、行動・心理症状に対するケア
● 症状別対応について
● 認知症の薬物療法・非薬物療法 など

がん化学療法看護認定看護師
● 抗がん剤、分子標的治療薬による有害事象と
そのケアについて

● CVポートの取り扱い
● インフューザー管理（抗がん剤投与時）
● 治療中の患者の曝露対策

お
問
合
せ
先

緩和ケア認定看護師
● 緩和ケアの考え方、理念
● 緩和ケアに基づく症状への対応（気持ちの辛さ、呼吸苦、
腹満、浮腫、嘔気、疼痛、倦怠感、食事について など）

● 療養環境に応じた緩和ケア
● アドバンス・ケア・プランニング（残された時間の過ごし方、
準備、QOL）

● お看取りについて、エンゼルケア
● サポートする方のケアについて
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の紹介連 携 医 療 機 関

北海道病院とともに、地域の皆様の健康を支える
診療所・クリニック・医療機関を紹介します

当院は1988年に澄川で開院、2021年に現在の中の島に新築
移転しました。
JCHO北海道病院とは移転により物理的な距離が縮まりましたが、
以前から専門領域の治療を必要とする多くの患者様の医療情報を
共有しながら、病病連携を密に図っていました。これからも地域での
医療機能の役割を果たしていきたいと思います。

受付時間(受付開始は8:45～)

午前

午後

月
●
●

火
●
●

水
△
△

木
●
●

金
●
●

土
●
-

TEL：011-814-9911お問い合わせ

当院は、泌尿器科、人工透析の診療を行っています。

泌尿器科では、主に尿路結石症、前立腺肥大症、泌尿器のがんに対する治療を行っています。結石に対しては

内視鏡を使用した手術を行います。前立腺肥大症に対しては、レーザーや水蒸気治療といった手術を行っています。

低侵襲手術を行うことで、患者様のQOL低下を防ぎます。

人工透析は、外来透析で50床、隔離2床があり、月水金午前・夜間、火木土午前のクールで行っています。

また、サテライトクリニックである澄腎クリニックと共に、通院負担軽減のため送迎サービスを行っています。

入院透析では、通院が困難になった透析患者様に対し、リハビリテー

ションを行いながら、生活する場を整えたり、療養入院を継続することが

可能です。

「全ては病気で困った人のために」という理念のもと、地域の皆様に

充実した医療を提供できるよう今後も努めてまいります。

医療法人仁楡会 仁楡会札幌病院

作田 剛規 院長

https://www.jinyukai.or.jp/

ホームページはこちら【新患】 午前9:30 ～（受付11:00まで） 午後14:00 ～（受付16:00まで）
【再来】 午前9:00 ～（受付11:30まで） 午後13:30 ～（受付16:30まで）
△：特診外来 (一般患者様の予約や診療は受け付けておりません)

医療法人仁楡会　仁楡会札幌病院
〒062-0922  札幌市豊平区中の島2条7丁目1-1

【休診日】 日曜・祝日・開院記念日（6月15日で日曜の場合は前日）
お盆（8月15日）・年末年始（12月31日～1月3日）
※12月30日は午後休診

じん　  ゆ    かい

災害救急指定日

※災害救急指定日は、やむを得ぬ事情に
より変更する場合があります。毎日の
新聞紙等でご確認ください。

令和8年

8月 12日（水）
22日（土）

9月 5日（土）
１８日（金）

今号の1枚
表紙写真紹介

撮影者：広報委員T

新婚旅行で訪れたト
ルコ・カッパドキアの
写真です。
天候次第では飛ばな
いこともある気球です
が、無事に乗ることが
できました。
日の出とともに広がる
幻想的な景色は圧巻で、
忘れられない一生の思い
出になりました。

TOPICS リバーサイド消化器懇話会第70回

令和8年7月14日（火）第70回リバーサイド消化器懇話会を開
催しました。会場とオンラインを併用したハイブリッド形式で
開催し、参加者は院内医師15名、院外医師34名、メディカル
スタッフ13名、合計62名と沢山のご参加をいただきました。
「当院の胆道感染症における胆汁培養の考察」「肝細胞癌
の外科的治療」の2題の講演後、特別講演として、医療法人
社団カレスサッポロ よつば家庭医療クリニック所長 小西徹夫
先生より「在宅医療・緩和医療から考える漢方の役割～“治す”
だけでは届かない症状へのアプローチ～」についてご講演い
ただきました。

次回は2026年11月の開催予定と
なっております。
懇話会に関するお問
い合わせは、総合支
援センターまでお願い
いたします。

次回開催のお知らせ

トルコ（カッパドキア）の熱気球

総合支援センター

当院ホームページまたは下記QRコードから専用
フォームへアクセスのうえ、お手続きください。

お申込み方法

今後も地域の医療機関の皆さまとの連携を大切に
しながら、患者サービスの向上に向けて取り組んでまい
りますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

お申込み内容を確認後、3営業日以内に当院より
患者様へご連絡し、予約日時を調整いたします。

このたび当院では、地域の医療機関からの紹介状をお持ちの
患者様を対象に、Web予約申込みの運用を開始しました。
スマートフォンやパソコンから24時間いつでもお申し込みいた

だけます。本システムの導入により、紹介患者様の受診調整を
よりスムーズに行えることを期待しております。
なお、これまでどおりお電話でのご予約も受け付けておりますので、

ご利用しやすい方法をお選びいただけます。

ここを
クリック または

こちらの
QRコード
から

紹介患者さん向け  Web予約申込みのご案内
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